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研究成果の概要（英文）：A new single photons emission computed tomography(SPECT) apparatus was 
proposed in this study. This apparatus acquires gamma-ray data with three multi-pinhole collimators 
attached to a triple head gamma camera system without any rotational movement of gamma cameras 
around a patient. In this study, the performance of the proposed system was evaluated with 
simulations and experiments, and the relationship between the quality of reconstructed images and 
the parameters in the multi-pinhole collimator including the number of holes and the diameter of 
holes were clarified. In addition, brain and myocardial images reconstructed with this system were 
evaluated with numerical phantoms and experimental phantoms. And the availability of kinetic 













様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
標識した放射性同位元素から発せられるガンマ線を計測し、臓器の機能を映像化するシング














ージングの実現が可能になる。そこで、現在臨床で使われている 3 台の検出器を有する SPECT
装置に適切なマルチピンホールコリメータを実装してデータ収集を行うシステムを提案し、研
究を行うこととした。このような静止型データ収集 SPECT システムに関する国内外の研究は




ており、また、種々の放射性医薬品の速い動態を３次元 SPECT 画像として映像化し PET 検査
と同様に臓器の機能の動態解析を行うことが可能である。このようなすべての臓器に対して対






































(7)マルチピンホール SPECT 画像の画質の改善と動態解析法の開発 
SPECT ではガンマ線の吸収、散乱、コリメータの開口などの影響により、再構成画像の画質
が低下するので、過去の補正法を参考に補正を行う。ガンマ線の吸収に関しては原則としては







図 1 のようなデータ収集ジオメトリ、図 2 のようなコリメータのパラメータを決定した。コリ
メータの材質は 1cm 厚のタングステンである。 
 
   図 1 データ収集ジオメトリ       図 2 マルチピンホールコリメータ 
 
(2)マルチピンホール SPECT の画像再構成法の開発  





かるため GPU を用いた並列計算法を開発した。図 3 は脳のファントムに対して、ピンホール径
を 1～5mm と変化させて、データ収集効率と再構成画像の画質の変化を見た例である。上段の
2 行は 1 分収集、下段の 2 行は 2 分収集の場合で、ここではガンマカメラの固有空間分解能を
2mmFWHM とし、検出器は静止状態でデータ収集した場合となっている。再構成画像の画質か
ら、データ収集時間が短くても空間分解能を改善した方が画質が向上するので、ピンホール径
を 2～3mm 程度にした方が有利であるとの結論を得た。 
(4)マルチピンホールコリメータおよび装着治具の設計、製作 
実際の３検出器型 SPECT システムに搭載可能な脳 SPECT 用マルチピンホールコリメータを
設計、製作した。設計仕様は図 2 で示したものとした。コリメータの材質はタングステン、コ
リメータ厚を 10mm とした。また、コリメータを実際の SPECT システムに装着するための治
具も開発した。 
(5)脳と心筋ファントムを用いたマルチピンホール SPECT システムの基礎実験 
試作コリメータを３検出器型の SPECT システム(GCA9300R)に装着して基礎実験を行った。







によって、画像再構成に要する時間は、CPU に対して GPU で 1/100 程度に短縮された。 
(7)マルチピンホール SPECT 画像の画質の改善と動態解析法の開発 
画質劣化要因となるガンマ線の吸収、散乱、コリメータの開口などに対して、すべての補正
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